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????????????? ??? ． ?????
　　最小自乗法
　　氣　象　學
　　天丈氣象學
　　局地自象學
火星面氣象學
　　地球氣象學
　　媒　　．．質
　　抵抗物質
　　金　　　鴎
　　鏡．用．金高
　 測 微　尺
　　鎖線測微尺
　　鎖線測微尺
　　自働測微尺
位置角測微尺
　　輪形測微尺
　　螺旋測微尺．
　　臼認測微尺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮過測微尺
das Mikr・皿eとer勲ik　　　　　　測店回微鏡
der　　　　　　　　　　　　測微尺恒藪
die　Mikrometer－schraube　　　　　　　測微尺螺旋
mikrome rische　Beobachtung　　　　　　測微観測
d r　Mikrophotometer　　測微光度計　　測微光度計
das　Mikroslcop．　　顯微．鏡　．顯「微鏡
das　Les mikroskOP　　讃遠心微鏡護取り顯微鏡
das　Mikrometermikroskop漁」微顯微鏡　測微顯微鏡
das　Ultramikroskop　　　　　　　超顯微鏡
die．Mitternacht　　　　　　　　　　　夜牛，正子
die　Mitternachtssonne．牟夜．．太陽　　夜孕の太陽
天弊257 377
　用　　認　　藻　　（亙且）
再造　　　　　　　　　　　　設　　　　　　　　　明
1241運動速度のゆるやかな流星，比較的に低空を飛ぶ．
1242天の一局部に停止したやうに輝やく流星観測者の方へ眞すぐに飛來するもの・
ユ243望遠魂で見えるやうな微光の流星，6等級以下のものである，
1244流星（ヌは鎮星）が地球土に落下して作った孔，アリゾナ州に有名なのがある1
1245流星の集合によつで成り立ってるるもの，例へば葺星の頭部，±星輪，黄道光など・
1246　流星が空に輝やく現象を云ふ．
1247　流星として薄下して來た銭．
1248流星の輻射状に出現する揚合の，その輻射黙を云ふ・
1249流星が霧しく現はれて，恰も雨下する如く，天空を齪れ飛ぶ現象
1250　流星の一一群が共通のh耳射鮎から現はれること・
1251　流星として落下して來た石・
1252．流星中働蕊よつて解説する理論，例へば太陽熱の原因を流星現象によって説く類
1253一群の流星を言ふ。「
1254　が星の中で，地一ヒまで薄ちて來たもの、
1255　阪豆の研究を圭題とずる天丈學．
1256　研究．上の方法・
1257数値的に計算する方法・1258　二二つのものの差別を綿密に知る方法．例へば星の覗差を比鞍壷によって測る如し．
1259　眼にて現象を見，耳にて時計の音を聞きながら，その現象の時刻を測る方法・
］260　物を威察ヌは嬢諾する方法・
1261　談差を；．L議する計算方法で，剰飴の二乗の和が最小となるやうに算出する・
1262　地球の大遊山の諸現象を研究する理學，天丈観測者の豫備知識として必要である・
1263特に天丈駈上に工要な關係のある氣二選．
1264　局地に特有の氣象的現象を取り扱ふ氣象學・
1265　火星面上の大氣の榎檬を研究するもの，火星表面學の一部である．
1266地球の大氣巾に行はれる巨象の研究．つ：り之はレ蓮の環象學である・
1267　物と物との媒介として働ら．くもの・
1268物質現象を妨害する物．例へば字宙空間に運動を妨慰する氣極や微粒子の如きもの・
1269　金ら．天髄ドは之れが；氣賑や液艦や固髄等いろ々々の形で存在する．
ユ270馬歯の反射評材に用ゐられた合金，銅3錫1の割b合ひが曹通で，反射摩は65％
1271　微細な物の大．きさ（長さ）を測る庭置．
1272覗野中に明るく照しL【5詞τた糸線によって測定を行ふ測微尺，天丈望遠・竜に多し・
1273　糸線の移動によって覗野を測定する餐置．天丈亭土に多く用ゐられる．
1274　謝測者の個入差を避ける考案の測微lv．例へば自記測微尺の如きもの・
1275赤道儀の硯野中で，位二幅と角距離とを測定する装置の測微尺・
1276望蓮鏡の硯野に　／S’iロ形の不透明膿を装置し，二星の通過を霧｝i渕して相互の位概を測る・
1277　螺旋の．装．置で覗野中に線を動かし，猶少の長さを測る・
1278　測微尺の壇み取bを自働的に記録させる装農．新型の子午儀や子午環等に附す・
1279　望遠鏡の覗野守の通過ll：V’刻を測定して，星の位置を精密に定める．
1280　硯野申に測うt，dil．を装置した額微釦　子午環の度盛りを諺む錫合に用ゐられる・
1281測微尺の固有の恒数．螺旋の一［嚇・1〔，叉は輪形の直魯｛に相目する長さ等・
1282測微尺の中に用ゐられる蝶旋．非’　1丁に精密な装概である・
1283　測微尺を用みて云ふ観測．
1284光輝の微細な差蓮を測定する装置．近年は爲員板の測定に多く用ゐられる．
1285劉小なものを振大する装置，第17世紺以來，理學上に威力を蛮揮してみる・
1286　尺度の目盛りを鑑み取るための顯撒鏡。
1287測微尺を装置した顯微鏡．1280に同じ．
12881P通の顯微鋭以上に徹細なものを見る装置．覗野の物羅を照す特別装置がある・
1289　午前0時のこと．
1290　夜牟に輝やく太陽，地球上の北極團以北叉は南極閥以南の高緯度で見える珍現象・
